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無知を特定することの目的の
「一つ」は，その無知をなん

らかの新しい知で埋めるためであ
る．それは科学の実践の基本であ
り，無知は特定されることによっ
て研究のための資源にもなるとい
う側面をもっている．だから無知
には，単なる欠如や埋められるべ
き空白だということ以上の価値が
あり，無知学はこのような観点か
ら無知を見ることを勧めている．
だが，必ずしもそれが「すべて」で
はない．
誤解してもらっては困るのだが，
無知学では，すべての無知が新た
な知で埋め尽くすことができると
いう想定はしていない．もしくは，
どうやったら合理的に，そして手
際よく，「無知」をなくしていくの
かという技法やテクニックを目指
しているわけでもない．そういう
ことは教育学の専売特許だし，科
学コミュニケーションという分野
だってある．無知学はそれらのお
株を奪うことは意図しておらず，
教育学や科学コミュニケーション
には，友好的な伴走者であろうと
努めている．

無知学と教育

日常的な実践において無知を検
討することは，すでに長いこと取
り組まれている．それは教育学で
あったり，科学コミュニケーショ
ンに期待される課題である．これ
らの分野が担っているのは，科学
の内容をわかりやすくするために，
初学者や非専門家の「無知」を探し
当て，適切なトレーニングプログ
ラムを用意して，必要な体系と順
序を立ててそれを埋めていくこと
だ．それは日常性の維持や持続の
ためにとても大切な分野である．
科学者にも，その役割の一部を担
うことが期待されているし，無知
学も，そこになんらかのお手伝い
ができればよいと考えている．
だが無知学のおもな役割は，教
育学や科学コミュニケーションを
手伝うことではない．社会性の維
持や持続を目指すための啓蒙的な
役割に貢献することにはやぶさか
ではないため，そのような分野に
接近して友好的な態度を示しなが
らも，無知学は教育学や科学コ
ミュニケーションに対して，「非

共感的」な立場を取ろうとしてい
る．
ここで無知学と教育学や科学コ
ミュニケーションとの違いをざっ
くり定義しておこう．教育学や科
学コミュニケーションは，すでに
ある程度の広い了解を得た正しい
とされる知識を広めることであり，
その普及・伝達を目指すものだ．
正しい訓導と陶冶が教育学の役割
で，合議に資するための宣伝や広
報を考えることや，科学の内容を
わかりやすく伝えることが科学コ
ミュニケーションの仕事だといえ
る．さらには，正当性をもつ教育
やコミュニケーションの制度化を
進めることや，それらの受容・適
応についての研究が含まれると考
えてよいだろう．
これに対して無知学は，そもそ
も広く正しいとされている認識を
問題にしている．当然のことと想
定されていることのなかにある誤
りや思い込みを指摘すること，す
でに権威をもつとされる知識や，
普及や受容という概念自体に，無
知の問題が含まれているのではな
いかということを指摘したり検討
したりする．
思想史のことばを使っていうな
ら，教育学や科学コミュニケー
ションは啓蒙の立場であり，無知
学の立場は既存の知の構造や啓蒙
に批判的な観点を設定したり，疑
問を提出する立場である．

非共感的であること

つまり無知学が中心的に担うの
は，そもそも知だと思われている
ことのなかに潜んでいる無知の存
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在や役割，そして機能や作用を明
るみにだすことである．だが，無
知学が啓蒙に対して非共感的とい
うのは，必ずしも敵対したり，抵
抗的であることを意味しない．そ
のように取られたら，それこそ誤
解であるから，そういう見方はし
ないでほしい．むしろ無知学は，
教育学や科学コミュニケーション
に対して，よき伴走者であること
を目指している．非共感的に対象
に近づき，そしてその対象のあり
方を，少し違った角度から考えよ
うとすること，本人が気づかない
ことを横から気づかせることは，
いうならば「哲学」や「思想」の本来
の役割である．教育や啓蒙には非
共感的であるとはいっても，ちゃ
んとしたリスペクトは払っている
と考えているから，教育学や社会
を維持する側にも微力ながら資す
るように振る舞っているつもりで
ある．

無知学と啓「蒙」

そもそも啓蒙の問題は，誰が
誰を啓蒙するのかという問題
でもある．英語でいうなら啓
蒙も啓発も，「光で照らしだす
（enlightenment）」ということに
なる．じゃあ，その光をもって何
かを照らしだすのは誰だろう．照
らしだされる暗闇は「蒙」であっ
て，一般には無知蒙昧の側にあ
るといわれているのだが，それ
はすでに先入観だろうし，差別的
ではなかろうか．だから最近では
啓蒙の「蒙」という字は使わないこ
とになっている．たとえば「タバ
コやアヘンや覚醒剤には依存性が

あるし，健康被害をもたらすから
ヤメておきましょう」という教育
的なキャンペーンやヘルスコミュ
ニケーション活動などは，啓蒙で
はなく，啓「発」活動ということに
なっている．
啓蒙に関しては誰が光で何を闇
とされていたのかを考えなくては
ならない．無知学の観点を取り入
れるなら，誰が知識の側で，誰を
無知の側と決めたのかということ
になる．またコミュニケーション
と自称しているとしても，誰と誰
がどのような関係性のもとで出会
うのだろう．そして何を伝えるの
か．啓蒙やコミュニケーションと
いうのは，単なるツールや技法の
問題ではない．知の権力性や正当

性・立場性をめぐる，きわめて政
治的な課題でもある．無知学的に
いうなら，さまざまな形態の無知
や，ある面から切り取られた無知
が，「教育的関係性」や「上から目
線のコミュニケーション」の前提
となっていることは注意しておか
ないといけない．
無知学は，そのような啓蒙主義
の構造自体を考えてみようとする．
もしくは啓蒙や啓発するというこ
とや，立場の違いを教育的で科学
コミュニケーション的な関係性に
もち込み，無知への知識勾配を均
そうとすることに，いくばくかの
周辺的な貢献は可能であったとし
ても，それは必ずしも無知学の中
心的な役割ではない．
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無知学は，教育学や科学コミュニケーションとは違った角度（非共感的
な立場）から対象に近づくことで，それらのよき伴走者であろうとする．
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